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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問

菊
地　
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
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会
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民

の
声
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リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

安
全
・
安
心
の
防
災
対
策

　
　

大
規
模
停
電
で
不
安
な
夜
を
過
ご
し
、
な
か
な
か
復
旧

し
な
い
状
況
に
、
問
合
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
身
近
な
自

治
会
館
等
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
自
治
会
、
町
内
会
に
対
し

防
災
対
策
用
発
電
機
の
購
入
費
を
補
助
す
る
考
え
は
。

　
　

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

避
難
所
の
収
容
人
数
を
考
慮
し
、
通
常
の
災
害
発
生
時
よ
り

も
可
能
な
限
り
多
く
の
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
自
主
防
災
組
織
へ
は
地
域
集
会
所
等
の
活
用
も
依
頼
し
、

そ
の
場
合
、
必
要
な
支
援
物
資
を
届
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
に
対
し
交
付
し
て
い
る
能
代
市
自
主
防
災
組

織
補
助
金
で
は
、
発
電
機
の
購
入
も
対
象
と
し
て
い
る
。

介
護
保
険
の
所
得
段
階
を
細
分
化
す
る
考
え
は

質　

国
の
姿
勢
は
、
自
助
・
共
助
、
そ
の
上
で
限
定
的
な
公

助
。
年
々
改
悪
さ
れ
て
き
た
介
護
保
険
制
度
。
高
い
保
険
料

と
重
い
利
用
者
負
担
に
、
高
齢
者
も
家
族
も
あ
え
い
で
い
る
。

保
険
料
の
所
得
段
階
を
細
分
化
し
、
負
担
の
軽
減
を
。

　
　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
非
課
税
者
層

の
区
分
に
お
け
る
多
段
階
化
は
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
現
在
本
市
で
は
、
で
き
る
だ
け
負
担
を
均
一
に
す
る
た

め
、
国
で
示
し
て
い
る
９
つ
の
区
分
の
う
ち
第
７
段
階
の
階

層
を
さ
ら
に
３
つ
に
細
分
化
し
て
い
る
が
、
今
後
、
各
所
得

段
階
に
分
布
す
る
人
数
等
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
次
期
計
画

に
向
け
細
分
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
子
育
て
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税

○
第
２
期
能
代
市
食
育
推
進
計
画

今
後
の
財
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
は

　
　

こ
こ
数
年
は
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
の
厳
し
い

予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
減
に
よ
る
市
税
や
地
方
交

付
税
の
減
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
な
ど
歳
出
増
も
控

え
て
い
る
。
今
後
の
財
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
は
。

　
　

今
後
は
よ
り
一
層
、
歳
出
の
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
や
、
行
財
政
改
革
大

綱
等
の
次
期
計
画
策
定
の
中
で
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取

組
手
法
の
検
討
を
行
う
ほ
か
、
市
税
の
増
収
に
つ
な
が
る
産

業
振
興
策
、
医
療
費
の
削
減
等
に
つ
な
が
る
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
施
策
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

洋
上
風
力
発
電
に
よ
る
地
域
へ
の
波
及
効
果

　
　

国
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
切
り
札
に
洋
上
風

力
発
電
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
機
運
を
追
い
風
と
捉
え

れ
ば
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

地
域
へ
の
波
及
効
果
を
高
め
る
た
め
の
市
の
取
組
は
。

　
　

能
代
港
洋
上
風
力
拠
点
化
期
成
同
盟
会
を
設
立
し
、
国
、

県
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
港
湾
整
備
に
結
び
つ
い

た
。
今
後
は
、
洋
上
風
力
発
電
事
業
者
へ
建
設
及
び
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
時
に
お
け
る
最
大
限
の
地
元
企
業
の
活
用
を
働
き
か

け
る
ほ
か
、
地
元
企
業
の
関
連
産
業
参
入
に
向
け
た
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
、
人
材
の
育
成
、
県
と
の
連
携
に
よ
る
企
業
誘
致

等
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
消
防
団
員
へ
の
準
中
型
自
動
車
免
許
取
得
支
援

能
代
市
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
通
し

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
革
新
は
、
驚
く
ほ
ど
の

ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
。
能
代
市
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
環
境
よ
り
経
済
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
根
幹
的
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

国
で
は
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

見
据
え
た
経
済
と
環
境
の
好
循
環
を
つ
く
る
産
業
政
策
戦
略

で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
を
目
指
す
と
し
、

中
で
も
洋
上
風
力
発
電
を
切
り
札
と
し
て
成
長
分
野
に
位
置

づ
け
て
い
る
。
加
え
て
水
素
産
業
創
出
に
も
取
り
組
む
と
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
方
向
性
は
本
ビ
ジ
ョ
ン
と
合
致
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

能
代
火
力
発
電
所
１
、
２
号
機
の
存
続

　
　

愛
知
県
碧
南
火
力
発
電
所
で
は
、ア
ン
モ
ニ
ア
を
混
焼
し

二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、野
心
的

な
取
組
と
思
う
。能
代
火
力
発
電
所
を
継
続
的
に
稼
働
し
て
も

ら
う
こ
と
が
、地
域
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
は
な
い
か
。

　
　

国
は
ア
ン
モ
ニ
ア
を
水
素
社
会
へ
の
移
行
期
で
は
主
力

と
な
る
脱
炭
素
燃
料
と
位
置
づ
け
、
石
炭
火
力
発
電
で
の
混

焼
に
直
接
利
用
可
能
で
、
設
備
投
資
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
発
電
方
式
に
つ
い
て
は
電
力
会

社
の
判
断
と
な
る
が
、
能
代
火
力
発
電
所
１
、
２
号
機
に
つ

い
て
は
で
き
る
だ
け
長
く
存
続
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
洋
上
風
力
発
電
の
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
は

○
（
仮
称
）
イ
オ
ン
新
能
代
Ｓ
Ｃ
の
住
民
説
明
会

○
柳
町
の
イ
オ
ン
能
代
Ｓ
Ｃ
の
存
続
は

畠　

貞
一
郎

落
合　

範
良

平
政
・
公
明
党

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）
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